
日
本
学
術
会
議
は
、
科
学

が
文
化
国
家
の
基
礎
で
あ
る

と
い
う
考
え
の
下
、
行
政
や

産
業
及
び
国
民
生
活
に
科
学

を
反
映
、
浸
透
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
、
昭
和
24
年(

１

９
４
９
年)

１
月
、
政
府
か

ら
独
立
し
て
職
務
を
行
う
内

閣
総
理
大
臣
所
轄
の｢

特
別

機
関｣

と
し
て
設
立
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
学
術
会
議
は

１
９
９
７
年
12
月
に
行
政
改

革
会
議
で
総
理
府
か
ら
総
務

省
へ
の
移
管
が
決
ま
り
、
同

時
に
総
合
科
学
技
術
会
議
で

そ
の
あ
り
方
が
審
議
さ
れ

た
。
２
０
０
３
年
２
月
に
そ

の
意
見
具
申
を
受
け
、
２
０

０
４
年
に
法
改
正
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
の
改
革
は
当
時

の
学
術
会
議
会
長
で
あ
っ
た

黒
川
清
氏
が
中
心
と
な
っ
て

進
め
ら
れ
、
２
０
０
５
年
10

月
１
日
に
新
た
な
学
術
会
議

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
新
生
な

っ
た
学
術
会
議
は
、
従
来
の

体
制
と
異
な
り
、
70
歳
定
年

制
を
導
入
し
た
り
、
女
性
会

員
の
比
率
を
高
め
る
方
針
を

打
ち
出
し
、
同
時
に
幹
事

会
、
各
種
委
員
会
な
ど
も
再

編
さ
れ
て
、
分
野
も
従
来
の

７
部
か
ら
３
部(

第
１
部
＝

人
文
・
社
会
科
学
系
、
第
２

部
＝
生
命
科
学
系
、
第
３
部

＝
理
学
・
工
学
系)

に
集
約

さ
れ
た
。
各
部
に
は
そ
れ
ぞ

れ
部
会
長
、
副
部
会
長
、
幹

事
が
置
か
れ
、
会
員
の
選
考

方
法
も
大
幅
に
変
更
さ
れ
て

い
る
。
本
会
員
の
任
期
は
原

則
６
年
で
、
３
年
毎
に
ほ
ぼ

半
数
が
改
選
さ
れ
る
形
式
を

と
っ
て
い
る
。

本
学
術
会
議
の
職
務
は
、

１)

科
学
に
関
す
る
重
要
事

項
を
審
議
し
、
そ
の
実
現
を

図
る
こ
と
、
２)

科
学
に
関

す
る
研
究
の
連
携
を
図
り
、

そ
の
能
率
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
、
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
こ
の
会
議
体
は
我
が
国

の
人
文
・
社
会
科
学
、
生
命

科
学
、
理
学
・
工
学
の
各
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
約
84
万

人
の
科
学
者
を
代
表
す
る
機

関
で
あ
り
、
２
１
０
名
の
会

員
と
約
２
０
０
０
名
の
連
携

会
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
前

述
の
目
的
に
沿
っ
て
職
務
が

遂
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
役
割
と
し
て
、

１)

政
府
に
対
す
る
政
策
提

言
、
２)

国
際
的
な
活
動
、

３)

科
学
者
間
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
構
築
、
４)

科
学
の
役

割
に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
、

の
４
つ
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。前

期(

第
21
期)

は
第
２

部
臨
床
医
学
分
野
の
金
澤
一

郎
氏(

宮
内
庁
長
官
官
房
皇

室
医
務
主
管)

が
会
長
を
務

め
、
金
澤
氏
の
定
年
退
任
後

は
副
会
長
で
あ
っ
た
第
１
部

法
学
分
野
の
広
渡
清
吾
氏

(

専
修
大
学
法
学
部
教
授)

が
後
任
と
し
て
会
長
職
を
引

き
継
い
で
き
た
。
今
回
も
会

員
の
半
数
が
改
選
と
な
り
、

残
り
半
数
の
継
続
会
員
を
含

め
た
定
数
２
１
０
名
体
制

で
、
こ
の
10
月
１
日
よ
り
新

た
に
第
22
期
日
本
学
術
会
議

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
医
学
は

第
２
部
生
命
科
学
系
に
所
属

し
、
継
続
と
新
規
会
員
を
合

わ
せ
臨
床
医
学
分
野
か
ら
17

名
、
基
礎
医
学
分
野
か
ら
15

名
が
選
考
委
員
会
で
選
出
さ

れ
た
。
こ
の
第
２
部
に
は
、

医
学
以
外
に
薬
学
、
歯
学
、

基
礎
生
物
学
、
健
康
・
生
活

科
学
、
農
学
、
食
料
科
学
が

含
ま
れ
、
総
勢
67
名
の
体
制

で
あ
る
。
前
期(

第
21
期)

で
は
、
三
四
会
員
か
ら
第
２

部
の
臨
床
医
学
分
野
に
北
島

政
樹
君(

外
45
回
：
国
際
医

療
福
祉
大
学
学
長)

〈
平
成

23
年
８
月
定
年
退
任
〉
と
幕

内
博
康
君(

外
49
回
：
東
海

大
学
理
事
・
東
海
大
学
医
学

部
付
属
病
院
本
部
長)

〈
平

成
23
年
８
月
就
任
〉
が
、
同

じ
く
基
礎
医
学
分
野
に
御
子

柴
克
彦
君(

生
理
48
回
：
理

化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー)

と
廣
橋
説
雄
君

(

病
理
53
回
：
医
学
部
特
任

教
授
、
前
国
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
総
長)

が
会
員
と
し
て
活

躍
し
て
き
た
。
今
回
の
第
22

｢

研
修
医
ラ
ウ
ン
ジ｣

が
、
東
日
本
震
災
等
の
影
響

で
当
初
の
予
定
か
ら
約
半
年

ほ
ど
遅
れ
た
も
の
の
、
７
号

棟
地
下
１
階
の
卒
後
臨
床
研

修
セ
ン
タ
ー
事
務
室
の
向
い

(

旧
Ｒ
Ｉ
管
理
室)

に
完
成

し
、
９
月
６
日(

火)

午
後

５
時
に
開
所
式
が
執
り
行
わ

れ
た
。
開
所
式
に
は
、
研
修

医
、
指
導
医
を
は
じ
め
、
医

学
部
・
病
院
関
係
者
が
出
席

す
る
中
、
末
松
医
学
部
長
、

武
田
病
院
長
、
平
形
卒
後
臨

床
研
修
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
、

｢

狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
が
、

研
修
医
が
こ
の
ラ
ウ
ン
ジ
を

生
か
し
、
充
実
し
た
臨
床
研

修
を
行
っ
て
ほ
し
い
。
医
学

部
、
病
院
は
引
き
続
き
、
研

修
環
境
を
充
実
し
た
い
。｣

と
い
う
挨
拶
の
後
、
各
部
屋

が
内
覧
さ
れ
た
。｢

研
修
医

ラ
ウ
ン
ジ｣

は
、
ラ
ウ
ン
ジ

１(

学
習
ス
ペ
ー
ス
16
席)

、

ラ
ウ
ン
ジ
２(

情
報
交
換
や

休
憩
な
ど
多
目
的
利
用
ソ
フ

ァ
16
席)

、
セ
ン
タ
ー
長
室

(

会
議
、
面
談
、
研
修
医
の

勉
強
会
・
抄
読
会
に
使
用)

か
ら
構
成
さ
れ
、
教
育
研
究

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス

可
能
な
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
共
用

の
プ
リ
ン
タ
ー
兼
コ
ピ
ー
機

器
、
冷
蔵
庫
、
研
修
医
72
人

分
の
収
納
ス
ペ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。

期
で
は
北
島
君
と
御
子
柴
君

が
定
年
な
い
し
任
期
退
任
と

な
り
、
第
２
部
継
続
会
員
の

幕
内
君
と
廣
橋
君
に
加
え
、

新
規
会
員
と
し
て
臨
床
医
学

分
野
に
戸
山
芳
昭
君(

整
54

回
：
慶
應
義
塾
常
任
理
事
、

医
学
部
教
授)

、
基
礎
医
学

分
野
に
須
田
年
生
君(

発
生

分
化
生
物
53
相
当
：
医
学
部

教
授)

の
２
名
が
選
考
さ
れ

た
。
と
こ
ろ
で
、
全
会
員
２

１
０
名
の
最
終
学
歴
な
い
し

現
在
の
所
属
大
学
・
施
設
を

み
る
と
、
半
数
弱
が
や
は
り

東
大
系
で
あ
り
、
改
め
て
東

大
の
力
、
総
合
力
の
凄
さ
が

読
み
取
れ
る
。
以
下
、
大
き

く
離
さ
れ
て
京
大
、
そ
し
て

慶
大
・
東
北
大
、
九
大
・
東

工
大
、
阪
大
・
名
大
、
北
大

・
早
大
の
順
と
な
る
。

改
選
さ
れ
た
第
22
期
日
本

学
術
会
議
は
、
早
速
、
10
月

３
〜
５
日
に
第
１
６
１
回
総

会
を
学
術
会
議
講
堂
で
開
催

し
た
。
初
日
昼
に
は
任
命
式

が
総
理
大
臣
官
邸
大
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
、
野
田
内
閣
総
理

大
臣
よ
り
新
規
会
員
に
任
命

書
が
授
与
さ
れ
た
。
午
後
の

総
会
で
は
先
ず
全
会
員
の
投

票
に
よ
り
会
長
選
挙
が
行
わ

研
修
医
が
、
こ
の
ラ
ウ
ン

ジ
を
フ
ル
に
活
用
し
、
自
ら

の｢

理
想
と
す
る
医
師｣

を

目
指
し
て
研
鑽
を
積
み
、
将

来
の
医
学
・
医
療
を
担
う
医

師
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

現
在
、
オ
ー
プ
ン
か
ら
約

１
か
月
が
経
過
し
、
初
期
臨

床
研
修
医
を
代
表
し
て
西
野

誠
医
師(

慶
應
義
塾
大
学
病

院
初
期
臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
Ｂ)

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹

介
す
る
。

｢

平
成
16
年
か
ら
必
修
化

さ
れ
た
初
期
臨
床
研
修
制
度

も
今
年
で
８
年
が
経
ち
ま
し

れ
、
そ
の
結
果
、
第
22
期
会

長
と
し
て
第
３
部
の
大
西
隆

氏(

東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科
都
市
工
学
専
攻
教

授
、
63
歳)

が
選
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
同
夕
刻
に
は
懇

談
会
が
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
同
じ
く
総
理
大
臣
官
邸

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
野
田

総
理
大
臣
や
藤
村
内
閣
官
房

長
官
、
古
川
科
学
技
術
政
策

担
当
大
臣
、
細
野
環
境
大
臣

な
ど
政
府
首
脳
か
ら
の
挨
拶

に
続
き
、
大
西
学
術
会
議
会

長
か
ら
も
就
任
の
挨
拶
と
今

後
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
た
。

総
会
２
日
目
、
３
日
目
に
は

各
部
会
や
地
区
会
議
、
幹
事

会
、
分
野
別
委
員
会
、
機
能

別
委
員
会
な
ど
が
予
定
通
り

行
わ
れ
、
第
２
部
生
命
科
学

系
の
幹
事
に
須
田
君
が
任
命

さ
れ
た
。
第
22
期
学
術
会
議

の
今
後
の
活
躍
、
そ
し
て
成

果
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。

さ
て
、
３
・
11
後
の
日
本
の

現
状
は
あ
ら
ゆ
る
面
で
極
め

て
厳
し
い
状
況
下
に
置
か
れ

て
い
る
が
、
東
日
本
の
復
旧

復
興
を
含
め
、
安
全
・
安
心

で
豊
か
な
国
造
り
を
支
え
る

の
は｢

科
学｣

の
力
、
進
歩

に
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

た
。
Ｐ
Ｍ
Ｅ
Ｔ(

財
団
法
人

医
療
研
修
推
進
財
団)

に
よ

る
研
修
病
院
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
、
学

会
認
定
指
導
医
数
、
入
院
患

者
数
、
平
均
在
院
日
数
、
年

間
の
救
急
車
受
入
数
の
他

に
、『

研
修
医
室
が
あ
る
か』

な
ど
の
研
修
環
境
に
つ
い
て

も
、
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
病
院
の
初

期
臨
床
研
修
体
制
の
特
徴
と

し
て
は
、
各
分
野
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
の
先
生
か
ら
学
べ

る
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、

豊
富
な
医
療
情
報
を
も
つ
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
内
で

な
い
。
今
後
、
資
源
の
少
な

い
日
本
が｢

科
学｣

の
力
に

よ
り
世
界
を
先
導
す
る
役
割

を
演
じ
る
た
め
に
も
、
学
術

会
議
の
存
在
意
義
は
極
め
て

大
き
い
。
こ
の
学
術
会
議
会

員
に
三
四
会
員
か
ら
４
名
選

出
さ
れ
た
こ
と
は
大
変
名
誉

な
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
４
名

の
方
々
に
は
、
日
本
の｢

学

術｣
｢

科
学｣

発
展
の
た
め

大
い
に
活
躍
し
、
貢
献
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。
ま

た
、
本
件
と
は
別
に
、
こ
の

10
月
１
日
よ
り
、
日
本
の
学

術
研
究
助
成
や
研
究
者
養
成

の
た
め
の
資
金
支
給
、
学
術

に
関
す
る
国
際
交
流
な
ど
の

事
業
を
推
進
し
、
人
文
・
社

会
科
学
か
ら
自
然
科
学
に
わ

た
る
研
究
者
の
知
的
創
造
活

動
を
総
合
的
に
支
援
し
て
き

た
我
が
国
唯
一
の
独
立
し
た

資
金
配
分
機
関(
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー)

で
あ
る
日
本
学
術
振
興
会
の

理
事
長
に
前
慶
應
義
塾
長
・

安
西
祐
一
郎
氏
が
就
任(

任

期
４
年)

し
た
こ
と
を
合
わ

せ
て
お
知
ら
せ
す
る
。

も
先
駆
け
て
作
ら
れ
た
臨
床

手
技
を
学
ぶ
ク
リ
ニ
カ
ル
・

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
、

敷
地
内
に
併
設
の
研
修
医
白

梅
寮
、
研
修
全
体
を
管
理
す

る
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、

こ
の
度
、
待
望
の
研
修
医
室

が
完
成
し
ま
し
た
。

研
修
医
室
は
、
研
修
医
一

年
目
を
過
ご
し
た
国
家
公
務

員
共
済
組
合
連
合
会
立
川
病

院
で
も
大
き
な
存
在
で
し

た
。
そ
れ
は
研
修
医
室
が
２

つ
の
役
割{(

１)

ベ
ッ
ド
サ

イ
ド
で
患
者
さ
ん
か
ら
学
ん

だ
こ
と
に
つ
き
今
後
の
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
を
看
護
師
な
ど

の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
と
相
談
、

さ
ら
に
指
導
医
か
ら
の
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
振
り
返
る

場
、(

２)

論
文
や
成
書
に
あ

た
る
自
習
の
場
所
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
目
線
の
近
い
２

年
目
研
修
医
の
先
輩
か
ら
臨

床
実
施
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

く
場
、
同
期
の
研
修
医
同
士

と
症
例
や
知
識
を
共
有
す
る

場}

を
果
た
し
て
い
た
か
ら

で
す
。

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
初

期
研
修
す
る
、
計
96
人
の
初

期
臨
床
研
修
医
そ
れ
ぞ
れ
が

日
々
の
臨
床
研
修
を
よ
り
充

実
し
た
も
の
に
で
き
る
場
と

し
て
、
こ
の
研
修
医
室
を
う

ま
く
活
用
し
て
い
け
る
よ
う

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

(

初
期
臨
床
研
修
医

西
野
誠

88
回)｣

(

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー

長

平
形

道
人

62
回)
10
月
１
日
よ
り
、医
学
部･

病
院

と
も
新
し
い
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
３
期
目
と
な
る
末
松
誠
医

学
部
長
、
２
期
目
と
な
る
武
田
純

三
病
院
長
の
も
と
、医
学
部･

病
院

の
さ
ら
な
る
発
展
を
担
う
新
執
行

部
が
発
足
し
た
。
医
学
部
は
大
学

院
医
学
研
究
科
委
員
長
が
１
名
と

医
学
部
長
補
佐
３
名
、
病
院
は
副

病
院
長
５
名
で
の
体
制
と
な
る
。

【
こ
の
度
就
任
し
た
研
究
科
委
員
長
・
医

学
部
長
補
佐
・
副
病
院
長
か
ら
の
抱
負
は

２
面
に
掲
載
】

病理学教授

坂元 亨宇 (64回)

医学部長補佐

小児科教授

高橋 孝雄 (61回)

副病院長

病院長

麻酔科教授

武田 純三 (52回)

循環器内科教授

福田 恵一 (62回)

医学部長補佐

生理学教授

岡野 栄之 (62回)

大学院医学研究科委員長 医学部長

医化学教授

末松 誠 (62回)

看護部長

鎮目美代子

副病院長

皮膚科教授

天谷 雅行 (64回)

副病院長

血液内科教授

岡本真一郎(58回)

副病院長

一般消化器外科教授

北川 雄光 (65回)

副病院長

リウマチ内科教授

竹内 勤 (52回)

医学部長補佐

�
菅
直
人
と
は
何
者
だ
っ

た
の
か
？
�
菅
首
相
は
１
年

３
カ
月
の
任
期
を
終
え
た
。

小
泉
後
、
安
倍
、
麻
生
、
福

田
、
鳩
山
各
首
相
は
皆
在
任

１
年
以
下
の
首
相
で
、
菅
も

３
・
11
後
は
猛
烈
な
批
判
に

さ
ら
さ
れ
て
鳩
山
並
み
の
短

命
に
終
わ
り
そ
う
で
い
な
が

ら
小
泉
後
で
は
最
長
の
在
任

期
間
に
な
っ
た
。

結
果
的
に
は
３
・
11
後
の

混
乱
の
中
、
半
年
間
は
菅
直

人
が
日
本
の
中
心
点
に
い
た

こ
と
に
な
る
。
私
は
政
治
に

は
関
心
が
薄
い
人
間
だ
が
、

歴
代
首
相
が
マ
ス
コ
ミ
の
批

判
に
さ
ら
さ
れ
た
だ
け
で
大

人
に
怒
ら
れ
た
幼
児
の
よ
う

に
政
権
を
投
げ
出
す
姿
が
繰

り
返
さ
れ
る
の
を
好
ま
し
く

は
思
わ
な
か
っ
た
。
菅
直
人

も
結
局
任
期
を
待
た
ず
に
政

権
を
投
げ
出
し
た
わ
け
で
あ

る
が
、
批
判
に
さ
ら
さ
れ
な

が
ら
３
・
11
後
の
混
乱
の
中
、

少
な
く
と
も
半
年
間
は
日
本

の
中
心
点
を
固
定
す
る
役
割

を
果
た
し
た
。
何
と
低
い
レ

ベ
ル
で
評
価
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と
情
け

な
く
も
な
る
が
、
逆
に
３
・

11
直
後
の
混
乱
の
な
か
で
首

相
が
政
権
を
投
げ
出
す
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
一
体
ど
う

な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
背

筋
が
寒
く
な
る
。
本
来
、
政

治
家
に
と
っ
て
、
批
判
に
さ

ら
さ
れ
な
が
ら
も
己
が
正
し

い
と
信
じ
る
事
を
貫
き
成
し

遂
げ
よ
う
と
い
う
�
良
心
�

を
も
つ
こ
と
が
そ
の
最
低
限

の
資
質
な
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
い
う
政
治
家
を
育
て
る

た
め
の
我
々
の
資
質
も
問
わ

れ
て
い
る
。
９
・
11
後
に
あ

れ
ほ
ど
に
不
明
な
大
統
領
を

皆
で
盛
り
た
て
た
ア
メ
リ
カ

国
民
と
今
回
自
国
の
危
機
の

中
で
非
創
造
的
批
判
を
繰
り

返
し
た
我
々
の
ど
ち
ら
が
よ

り(

同
様
に
不
幸
で
は
あ
る

が)

建
設
的
で
あ
っ
た
か
。

菅
直
人
が
３
・
11
後
少
な

く
と
も
半
年
間
は
日
本
の
中

心
点
を
固
定
す
る
役
割
を
果

た
し
た
こ
と
は
評
価
し
た
い
。

同
時
に
、
�
何
か
を
行
っ
て

ほ
し
か
っ
た
�
と
も
強
く
思

う
が
、
そ
れ
は
終
わ
っ
た
こ

と
だ
。
後
年
こ
の
時
期
を
肯

定
的
に
ふ
り
返
り
得
る
よ
う

に
、
野
田
首
相
に
は
頑
張
っ

て
ほ
し
い
と
切
に
願
う
。
同

時
に
、
わ
れ
わ
れ
一
人
ひ
と

り
が
、３･

11
の
直
後
に
思
っ

た
よ
う
に
、
自
分
の
目
の
前

に
あ
る
問
題
を
一
つ
ず
つ
解

決
し
な
が
ら
で
き
る
こ
と
を

や
っ
て
行
き
、
日
本
の
未
来

を
切
り
開
い
て
ゆ
け
る
こ
と

を
心
か
ら
祈
っ
て
い
る
。

(

藤
田
保
健
衛
生
大
学

医
学
部
一
般
消
化
器
外
科

守
瀬
善
一

66
回)
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動動動

第
２
部(

生
命
科
学
系)

会
員
に

三
四
会
員
４
名
が
就
任

臨
床
医
学
分
野

戸山 芳昭君
(54回)

初
期
臨
床
研
修
医
の

研
修
環
境
の
充
実
を
目
指
し
て

念
願
の
研
修
医
ラ
ウ
ン
ジ
が
オ
ー
プ
ン
！

研
修
医
ラ
ウ
ン
ジ
１

研
修
医
ラ
ウ
ン
ジ
２

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長
室

基
礎
医
学
分
野

幕内 博康君
(49回)

廣橋 説雄君
(53回)

須田 年生君
(53相当)

日時：2011年12月６日(火)午後２時～午後５時30分
会場：北里記念医学図書館２階 北里講堂
言語：日本語・英語

(同時通訳有り)

なお､ 受賞者の講演は質疑応答を含め､ 各70分を予
定しております｡

慶應義塾は､ 1996年から医学・生命科学の領域
において顕著かつ創造的な業績を挙げた研究者
を顕彰してきました｡ 過去には､ 本賞受賞者か
らノーベル賞受賞者を６名輩出しており､ 国内
の大学において他に類を見ない顕彰制度です｡

問い合わせ先：慶應義塾医学振興基金事務室
Tel: (03)5363-3609(直通)
Ext: 62377
E-mail: k-msf@adst.keio.ac.jp
URL: http://www.ms-fund.keio.ac.jp/prize/index-j.html

本年の慶應医学賞受賞者は､ 田中啓二博士 (財団法人東京都医学総合研究
所所長)､ Philip A. Beachy博士 (スタンフォード大学教授､ HHMI研究
員) の２名に決定し､ 授賞式・受賞記念講演会を下記のとおり執り行う運
びとなりました｡
皆様是非ご参加下さいますようお願い申し上げます｡
なお､ 受賞記念講演会は一般の方・研究者・学生を対象に行います｡

�	
����������������

授賞式・受賞記念講演会


